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 2011年3月11日に起こった東北地方太平洋沖地震による被害により、福島第一原発の原

子炉の冷却システムが損なわれた。格納容器内の圧力を下げるため排気が行われ、その

結果として、おびただしい量の揮発性の高いセシウムやヨウ素などの核分裂生成物が環

境中に降下・沈着した。これらの生成物は大気の流れにのって拡散し、降雨により地表

に大量に降下したと考えられる。我々の研究グループは、広域にわたる分布を明らかに

するために、3月下旬から5月上旬にかけて福島県、茨城県、栃木県東部、埼玉県東部、

千葉県北部にて表面土壌を採取し、ガンマ線測定により定量可能な核種の分布を明らか

にした。分布が明らかになった核種は131I, 129mTe, 134Cs, 136Cs, 137Csであり、放射能比

の違いも明らかになった。 

2011年3月29日に放射能を補正した放射性核種の分布を図1に示す。131Iと137Cs共に福

島県飯舘村や浪江町、中通りで降下量が多い。一方、関東地方東部では131Iと137Csは共

に異なる分布が見られ、地形の影響を受けていると考えられる。アメダスによると3月

15－16日に福島県で、3月21－24日に茨城県・栃木県・千葉県・埼玉県で降雨があった。

気象モデルを用いた空気塊の輸送計算基づくと3月15日には福島第一原発からの空気塊

は福島県および関東地方に広く分布し、3月21日は茨城県に分布していた（図2）。福島

県と関東地方東部への汚染は、まさに空気塊が漂っていたところに降雨があったことに

より説明できた。  
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図 1  2011 年 3 月 29 日に壊変補正した放射性核種の降下量の分布と放射能比 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 気象モデルを用いた空気塊の輸送計算とアメダスの降雨情報 
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